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史料：80 年代に南宋時代(12,13 世紀)の判決文集を発見 編者未詳『名公書判清明集』
当時下された判決文を切り貼りしたもので、一級の史料 └子部法家類
士人階層や民間の訴訟事案に対する判決 ごろつきから士人まで
＊離婚・再婚をめぐって
女性の守るべき道徳：離婚・再婚などもってのほか
「忠臣は二君に事（つか）えず、貞女は二夫を更（か）えず」
（『史記』田単伝、紀元前３世紀ころの話）
「餓死はきわめて小さいことだが、（女性の）失節はきわめて大きいことだ」
（北宋・程頤の言葉、朱子が高く評価）
では現実はどうか、判決文を見る
史料⑧『清明集』巻十「妻はすでに再婚しているのに前夫の財産を手に入れようと企む」
「…張巡検（広域警察署長・キャリア官僚）は官僚の身でありながら、どうして法を知らないのか。知っ
ていながら結婚したのだとすれば、当然罰を与えなければならない。いわんやこの不義の女をど
うして嫁にしたのか。女は再婚するのでさえ良くないのに、彼女は銭氏から徐氏、徐氏から張氏
へと三度の結婚に及んでいる。朝（あした）にはあちら、夕べにはこちらと、娼妓や俳優の賤しさと
選ぶところはない。彼女が銭氏に背いて徐氏に嫁ごうとしたとき、徐氏は銭氏を教訓とせずにこ
れを娶った。そして結局、母親は、孝行な嫁の介護を受けられなかったのだ。彼女は今また徐氏
に背いて張氏に嫁いでいる。張氏がまた徐氏を教訓にしなければ、同じ轍を踏むことになるであ
ろう。…」 →三度も再婚している妻の存在、他にも同様な判決文があり特殊事例ではない
参考）史料⑨唐代の小説『雲渓友議』巻上「魯公明」
「ある貧乏知識人の妻が、貧しさに堪えきれず離婚を申し出た。夫は離婚届を書き一篇の詩をつ
けて役所に届け出させた。それを読んだ 顔真卿はこの知識人の才能を認め、妻の行為を許せ
ないと考えた。そこで見せしめのために妻をむち打ちにしたうえで離婚を認めることとした。その
結果、こののち十数年、江南では敢えてその夫を棄てる者がいなかった。」
→唐代に離婚を言い出す妻、夫を棄てる妻がいた
史料⑩『清明集』巻十「妻が夫に背き舅に逆らったので、処罰して離婚を許す」
「阿張は朱四の妻となっておよそ八年である。…いま朱四は、目は見え、耳は聞こえ、口は話せ、
手足もよく動き、まったく重病になどなったことはない。（ところが）阿張は故なく彼を『痴愚』とよび、
棄て去ろうとしており、すでに夫婦の義を失ってしまっている。その上、舅に性的関係を迫られた
と誣告しており、はなはだしく舅に逆らっているのである。礼では『子がその妻とたいへん仲むつ
まじくとも、父母が気に入らなければ、これを追い出す』（『礼記』）という。阿張はその夫を訴えた
ので夫と仲が悪くなっているばかりか、その舅を訴えたのだから舅にも気に入られていない。事こ
こに至っては、強いて結婚させておくべきではない。杖打ち六十の罰を与え、離婚を許す。」
→妻が離婚訴訟を起こして認められる、「誣告」としての処罰はあるが、
史料⑪『清明集』巻十「夫が妻を棄てようとして、曖昧な事実によって誣告する」
「…江濱臾は考えを巡らしてその妻を棄てようとした。しかし名分がないので、ついに家の中の曖
昧な事件を持ち出して妻を誣告した。それに天下の大悪を追加したが、言葉に窮し、理屈が通ら
なくなった。その上、妻が什器類を盗んだと訴えたが、いちいち調べさせたところ、みな虞氏の持
参財産であった。…いま江濱臾は事実をでっち上げ、鳥獣のような行為で妻を誣告した。虞氏も
人間である。どのような顔をして実家に帰れようか。…」
→妻を追い出したい夫が誣告＝夫の権力がそれほど強くない
おわりに
女性にスポットをあてた歴史の史料は少ないけれども確実に存在する
研究者の問題意識があれば見えてくるものも多い
